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１．新八代駅周辺の現状と課題、今後の方向性

現状と課題

これまでの取組
●2024（R6）年3月に開業20周年を迎えた新八代駅の周辺においては、これまで道路や上下水道などのインフラ整備及び特定用途制限地域の指定等によ
り、住宅開発や商業施設などの民間施設の進出を促す環境を整えてきたが、交通の要衝としての地の利を活かした、広域交流拠点機能の充実したまち
づくりが十分には進んでいない状況にある。

本市を取り巻く環境の変化
●本市においては、くまモンポート八代の整備やアフターコロナへの転換に伴い、今後
は大型クルーズ船寄港によるインバウンドの拡大が見込まれており、経済効果を最
大限に波及させるための取組が求められている。

●さらに、台湾の世界的半導体メーカーであるTSMCの熊本進出を契機として、企業
誘致に係る地域間競争が激化しており、県南地域全体の振興を図っていくために
も、県南の拠点都市である本市への関連産業の集積や人流・物流の増加を図って
いく必要がある。

●また、現代社会においては、DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進やカーボ
ンニュートラルの実現に向けた取組が加速化しており、人々のライフスタイルや社
会意識も大きく変容してきていることから、本市の玄関口である新八代駅周辺にお
いて、広域交流拠点にふさわしい新たな時代に対応した魅力あるまちづくりを、
進取的に取り組んでいく必要がある。  農用地区域

 特定用途制限地域

新八代駅

図　新八代駅周辺の農用地区域図（令和6年2月時点）
国土地理院基盤地図情報ダウンロードデータを基に作成
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今後の方向性
■本市の現状や取り巻く環境の変化等を踏まえ、新八代駅周辺においては、人流や物流の拠点として本市の玄関口にふさわしいまちづく

りを、加速度的に進めていく。

■新八代駅周辺に未来を担う若者や子供たちが集い、活躍できる場を作っていくための機能を持たせるとともに、中心市街地や周辺自治
体への円滑な人の流れを作りながら、にぎわいや魅力などが創出される、県南における新しい広域交流拠点を形成していく。

ポイント
① 中心市街地や周辺自治体への人流の創出・効果の波及
　　中心市街地は、商店街や公共施設、病院のほか、新たなランドマークで
あるお祭りでんでん館などの都市機能が多数集積し、にぎわいの中心拠点
として本市の中核的な役割を担っている。
　　そのため、新八代駅周辺と中心市街地の連携・強化を図りながら、新た

な人の流れを創出し、その効果を周辺自治体にも波及させていくことで、
県南地域全体の振興を図っていく。

② 交通の要衝としての強みの最大化
　　八代港では国際クルーズ拠点「くまモンポート八代」が2020（R2）年４月
に供用開始されたことで、アジアに向けたゲートウェイ機能が強化されてい
る。さらに、将来、八代地域と天草地域を結ぶ「八代・天草シーライン」が実
現した際には、八代港を起点とした経済圏の拡大や九州の西岸軸と東岸軸
を結ぶ新たな交通ネットワークの形成など、大きな効果が期待されている。
　　そのため、その効果の最大化が図られるよう、八代港と新八代駅周辺や

中心市街地との接続をより強化していく。

③ 先導的な取組の推進
　　新八代駅周辺が、新たな事業と雇用の創出につながるエリアになるとと
もに、全国有数の農業生産地帯としての価値を高め、魅力あるエリアとな
るよう、先導的な取組を推進していく。

図　新八代駅を中心とする広域的な位置づけ
© NTTインフラネット, Maxar Technologies. の航空写真に加筆して作成
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２．新八代駅周辺の将来構想

（１） 将来像
新八代駅周辺については、交通の要衝としての強みを活かした、多様な交流、にぎわい、魅力を生み出す

「未来を切り拓き活躍する新世代が飛翔する 交流・創造の拠点」とする。

図　将来像のイメージ
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（2） 基本目標・基本施策
将来像の実現に向け取り組む施策体系は以下のとおりである。

にぎわい・楽しみ スポーツや文化、楽しみの発信 スポーツ・文化・コンベンションの
拠点整備 

アーバンスポーツの拠点整備

農業体験学習の拠点整備

DX情報交流の推進

移動交流の推進

ワーク拠点整備の推進

スタートアップビジネスの推進

スマートウェルネス＆ライフの推進

再生可能エネルギーの導入

地域の新たな魅力発信

DX交流の推進

ワーク＆ビジネスの創出

ウェルネス＆ライフの創出

ゼロカーボンシティの推進

交流・創造

・大規模集客施設整備
　（スポーツ・文化・コンベンション）
・スポーツイベント（バスケ、バドミントン、バレー、
　柔道、剣道、eスポーツなど）
・各種文化・ビジネスイベント・コンサート、展示会等

・スポーツパーク整備
　（スケートボード、BMX、ボルダリング等）

・アグリ体験学習パーク整備
・マルシェ、レストラン等

・DX情報
・超高速通信インフラの整備

・MaaS、次世代モビリティの導入
・サイクルツーリズム拠点の整備

・新世代ワークステーションの整備

・スタートアップビジネス支援

・子育て、ヘルスサポート支援
・スマートライフの推進

・住宅・民間施設への太陽光発電設備、蓄電池の導入

基本目標 基本施策 取　組 整備推進内容
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３．新八代駅周辺における導入機能等と整備方針
○基本施策に基づく導入機能と整備方針

基本施策 取組と整備内容 導入機能 導入機能の整備方針

スポーツや文化・
楽しみの発信

スポーツ・文化・
コンベンションの
拠点整備

スポーツ・文化・
コンベンション機能

✓　�周囲を階段状の観客席で囲まれたスポーツ競技場となるアリーナと会議・コンサート等
のイベントが開催できる多目的ホール及び武道場等で構成する。

✓　滞在・飲食等の機能を併せ持ち、ゆっくりと時間を過ごせる環境を形成する。

地域の新たな
魅力発信

アーバンスポーツの
拠点整備

アウトドア
アーバンスポーツ機能

✓　�スケートボード（ストリート・パーク）やBMX（バイシクルモトクロス）、ボルダリングなど
アーバンスポーツの競技を楽しめる構成とする。

✓　�併せて、ジョギングも楽しめるコースなども設ける。

農業体験学習の
拠点整備

農業体験学習
機能

✓　�園児や学生などが農業体験学習をすることのできるパークと、栽培した農産物を販売し
たり、自らレシピを考えた食を提供するマルシェレストランなどを導入する。

DX交流の推進

DX情報交流の推進 DX情報機能
✓　�新拠点の各施設でＡＩやＩｏＴを活用したＤＸの導入を推進する。
✓　�超高速・大容量のデータ通信を支えるＩＣＴ基盤の整備。

移動交流の推進 移動モビリティ機能
✓　�MaaS・次世代モビリティなどデジタル技術でいろいろな移動サービスを組み合わせ、

EV・次世代モビリティが中心市街地のにぎわい拠点等を結ぶハブ拠点とする。
✓　�サイクリストの受け入れ環境が整ったサイクルツーリズムの拠点とする。

ワーク＆ビジネス
の創出

ワーク拠点整備の推進 ワークステーション機能
✓　�新世代が集い、リモートワークなどの仲間同士も含めＤＸを取り入れ、多様な働き方がで

きる先導的な働く場としていく。

スタートアップビジネスの
推進

スタートアップビジネス
支援機能

✓　�熱意ある若者の新規ビジネスの起業化を様々な視点から支援し、ビジネスモデルとして
醸成していく場とする。

✓　�半導体産業をハブとしたオープンイノベーションを誘発する場としていく。（展示施設）

ウェルネス＆
ライフの創出

スマートウェルネス＆
ライフの推進

スマートウェルネス＆
ライフ機能

✓　�AIやIoTを活用しながら、子育て世代等が健康的で豊かな生活が送れるよう支援する場
としていく。

ゼロカーボン
シティの推進

再生可能エネルギーの
導入 エコ機能

✓　�再エネ住宅等（ZEH・ZEB）の建設や各家庭、事業所等に太陽光発電設備や蓄電池の導
入を促進し、再エネを起点としたスマートシティ化を推進する。
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４．新八代駅周辺の土地利用ゾーニングプラン

ゾーニングプラン（土地利用や動線の大きな方針）を以下に示す。

国土地理院基盤地図情報ダウンロードデータを基に作成
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